
様式第2号(第3条、第6条、第7条及び第8条関係) 

 

事業計画書(実績書) 

 

令和６年３月３１日  

 団体名 綾部市自主防災組織等ネットワーク会議  

事 業 の 目 的 

(何のために行う事業なの

かなど、事業の趣旨や目的

を記入してください。) 

会員の共助の精神に基づく、会員間の交流や研修会、

合同訓練等自主的な活動を行うことにより、風水害、

地震等の災害による被害の防止及び軽減を図ること

を目的とする。 

事 業 の 名 称 綾部市自主防災組織等ネットワーク事業 

事 業 費 

(市 補 助 金) 

  ３１３，３１４円 

 （１５０，０００円） 

補 助 金 の 使 途 

(団体活動のどんな事業経

費に補助金が充当される

か記入してください。) 

 本ネットワーク会議が主催する研修会等の経費及

び加盟団体が実施する防災訓練への助成を行う。  

事 業 実 施 期 日 令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

事 業 実 施 場 所 綾部市内一円 

事 業 の 概 要 

(事業の実施方法、内容に

ついて記入してくださ

い。) 

①  訓練助成金の支給 

３自治会に助成金を支給 

②  防災研修会の実施 

事例発表『高津町自治会の取り組みについて』  

     高津町自治会 会長 朝倉 正道 様 

講  演『「避難スイッチ」で進める避難対策』 

京都大学 防災研究所 教授 矢守 

克也 様 

③  防災訓練の実施 

各地区自主防災本部（自治会連合会） 

・拠点避難所訓練 ・情報伝達訓練 

各自治会自主防災訓練 122自治会 3,610人 

④  防災資機材の整備（各地区自治会連合会） 

備蓄食料、災害用トイレ、救急セット、ヘッドライ

ト他 

⑤ 綾部市災害ボランティアセンターへの参画 

補 助 金 の 効 果(成 果) 

(計画書では期待できる効

果を、実績書では得られた

成果を記入してくださ

い。) 

近年、地震や異常気象による災害が多発している

中、地域防災の要として自主防災組織の育成が重要に

なっている。 

本会議では、研修会の実施や訓練に対する助成を行

い地域の防災に関する意識・知識・技術の向上を図

り安全で安心なまちづくりに貢献した。 



様式第4号(第3条、第7条及び第8条関係) 

 

収支予算書(計算書) 

 

令和６年３月３１日  

団体名  綾部市自主防災組織等ネットワーク会議  

(単位 円) 

収

入

の

部 

区 分 予算額 収入済額 明 細 

繰 越 金 ５４，５９４ ５４，５９４ 
令和４年度からの繰

越金 

補 助 金 １５０，０００ １５０，０００ 
綾部市団体事業補助

金 

会   費 １９４，０００ １９４，０００ 194団体×1,000円 

利 子 等 １ １ 預金利子 

    

合 計 ３９８，５９５ ３９８，５９５  

支

出

の

部 

区 分 予算額 支出済額 明 細 

会 議 費 ３０，０００ ２３，３００ 研修会会場使用料等 

事 業 費 ３４５，０００ ２７３，９９５ 

講師謝礼、講演資料

印刷、防災用資機材

購入費、訓練助成金 

事 務 費 ２０，０００ １６，０１９ 郵送費、封筒等 

予 備 費 ３，５９５ ０  

 

 

 

 

   

合 計 ３９８，５９５ ３１３，３１４  

差 引 ０ ８５，２８１  

 

 


